
採択大学：長岡技術科学大学（強化を図る機能：③）

取組内容の概要

連携大学：大阪公立大学、国際教養大学、新潟薬科大学 参画機関：豊橋技術科学大学、国立高等専門学校機構、

東京科学大学、長岡造形大学、大阪公立大学工業高等専門学校、スイス連邦工科大学チューリッヒ校、ラッペーンランタ・ラハ
ティ工科大学、ロンドン大学クイーン・メアリー校、ブリストル大学、フリードリヒ・アレクサンダー大学、ヨーク大学、シェフィールド大学

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

ＯＣ指標Ｂ〇

ＯＣ指標Ａ〇

ＯＣ指標Ｂ〇



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

③
SX研究大学として世界の大学の中でトッ
プ1％以内

トップ 5% 程度 トップ 3% 以内 トップ 1% 以内

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③
本学論文に占めるトップ10%ジャーナル掲
載論文の割合

19.8% 22% 24% 26% 28% 30% 40%

③ 本学論文に占める国際共著論文の割合 33.7% 34% 34% 36% 38% 40% 50%

③ 連携拠点構築数
国内 7
海外 12

国内 8
海外 12

国内 9
海外 12

国内 10
海外 13

国内 11
海外 14

国内 12
海外 15

国内 17
海外 18

※本指標は令和７年10月時点のもの



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

③
本学の知を活用した地域におけるスタート
アップおよび 地域企業のReスタートアップの
創出数

18 件 50 件 80 件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③ SX研究推進体制の構築状況

・URA、
UEA、技
学プロ

デューサー
等の専門
人材
（24
名）

・研究戦
略本部お
よび国際
産学連携
機構によ
る研究マ
ネジメント
・共同アラ
イアンス法
人「技科
大テックブ
リッジ

（GTB）
」の設置

・SX推進
協議会お
よびSX研
究大学推
進会議の
設置検討
・SX研究
推進に係
る専門人
材の確保
・マルチス
テークホル
ダーとの対
話の構築

・SX研究
支援オフィ
ス（ソー
シャルイン
パクト支
援オフィス、
起業支援
オフィス、
国際支援
オフィス）
の設置検
討

・対話から
の課題抽
出とSX研
究テーマ
設定

・技科大
テックブリッ
ジへの連
携大学の
オブザー
バー参加、
「地域中
核大学ア
ライアンス
法人」を
設立
・SX研究
支援オフィ
スの設置、
国際URA
等の雇用

・研究支
援人材に
よるSX研
究の概念
実証や社
会実装に
関する伴
走支援

・「地域中
核大学ア
ライアンス
法人」を
基に、公
立大学お
よび高専
の連携母
体の構築
・研究者
の立場を
有する
URAとし
てのロール
モデル構
築と博士
人材の新
たなキャリ
アパス提
示

・持続的
価値創造
に向けたエ
コシステム
の構築
・地域や
地域企業
への研究
成果の社
会実装数
の増加
・マルチス
テークホル
ダーとのエ
ンゲージメ
ント獲得と
評価の向
上



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

博士課程学生（5年一貫コース、7年一貫コースの学生
においては当該コースの1年目から対象とする）の育成の
取組状況

・修士博士5 年一貫のカ
リキュラムにおいて、海外
研究機関と、国内外の企
業に2 回ずつ、合計4 回
の実践的教育を行うという
「超実践教育」を実施

・学部3年~博士課程ま
での7年一貫制のSX研
究コースを新設（フロン
ティアコース＋卓越大学
院)

・学生の満足度向上
・学生(特に博士学生)の
就職先からの評価の向上

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際共著論文率 33.70% 40％ 50％

※本指標は令和７年10月時点のもの

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究の新規性、独創性を生み出すために講じた取組の状
況

研究ユニット制度構築に
向けた準備

組織の枠を超えた研究ユ
ニットによる融合研究を推
進し、戦略的創造研究
推進事業や科研費の大
型種目等へ積極的に申
請し、採択を受ける

大型研究費等を獲得、
研究ユニットによる融合研
究を次世代の融合研究
領域へと発展させ、本学
の強みとなる研究分野を
構築する

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究に関する外部資金獲得額 21.2億円 24.0億円 30.6億円



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：地域課題解決に向けた取組に関する指標】

【共通指標区分：経済効果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地元企業等への能動的な働きかけ・交流・課題の把握・
解決に向けた取組の状況

・「長岡技大モデル」（地
域をまるごとプロデュース）
の手法により、地域社会・
地域企業への働きかけや
課題解決

・「長岡技大モデル」の全
国展開
・博士課程学生を中心と
したReスタートアップ事例
の増加

・研究者全員が企業連携
する大学
・地域企業の再興を牽引

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地方自治体、地域企業、海外諸機関その他の関係諸機
関とのプロジェクトの件数

244 275 300

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地域課題解決に向けた本学構成員の取組状況

・地元新潟での地域の宝
である「田んぼ」を守り続け
るための研究開発の推進
・アフリカにおける国際機
関と連携したスタートアップ
設立支援や本学の研究
シーズの社会実装

・アフリカでの実証成果を
日本に逆輸入するリバー
ス・イノベーションの事例の
増加

・「総合知」を活用した新
しい価値の創造に基づく
Well-Beingの実現
・立地自治体・支援自治
体からの評価向上

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

関係諸機関（地方自治体、大学・高等専門学校、地域
産業界、等）と連携した連携拠点構築数

国内7
海外12

国内12
海外15

国内17
海外18

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


